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 新型コロナウイルス感

染症の重症患者を受け入

れた基幹病院の苦闘を描

いた本「人間対コロナ 

神戸市立医療センター中

央市民病院の３年」が、

神戸新聞総合出版センタ

ーから刊行された。 

神戸新聞社論説委員室の

編著。取材、執筆は医療担

当の論説委員が担当し、医

師、看護師から事務職員ま

で計４０人以上にインタ

ビューした。内容の一部は

５月に神戸新聞紙上で連

載したが、本書は病院内の

人間ドラマやコロナ禍の

実相をより生々しく描出

している。 

 中央市民病院では新型コ

ロナの流行初期に大規模な

院内感染が発生。日本一と

評価される救命救急センタ

ーなどほぼ全ての機能を停

止しながら、新型コロナ重

症患者の診療は続けた。 

 本書は第１～２波▽３～

５波▽６波以降－と感染の

波ごとに章立て。リスクを

顧みず新型コロナ患者に寄

り添った流行初期の対応

や、病床が逼迫し重症患者

すら断らざるを得なかった

苦悩などを詳述している。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


